
徳川直人著 『G.H. ミードの社会理論―再帰的な市民実践に向け
て 』
徳川直人著。2006 年 11 月、東北大学出版会刊。A5 版、412 頁。定価 4,000 円＋税。

種々の単純な話が流布する昨今、「声と耳」を豊かに保ち社会認識につきそう社会学を再構想する
ことはできないか。古典と現在との間で「私」にできることは何か。

「身ぶり会話」を端緒とする社会心理学によって精神・自我・理性といった啓蒙の課題をつくりか
え、市民たちの学習活動を基礎づけようと試みた思想家ミード。

本書は、ミード研究に内在してきた著者が、原典と史料をいっそう丹念に読むと同時に、シンボ
リック相互行為論と読書会の論理との接合をはかった研究書である。
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